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売上高

⽊庭⾦属工業株式会社（製造業）

⽊庭⾦属⼯業株式会社 瀬⼾内⼯場

〇本社所在地︓岡山県岡山市東区⾦岡⻄町
835-1

〇事業概要︓⾃動⾞部品製造販売
中小物プレス加⼯/溶接加⼯/機械加⼯
〇常時使用する従業員︓40名
（2025年8月時点）
〇現在の売上高︓13億円
（ 2025年3月期）
〇法人番号︓9260001001987
〇Web︓https://www.kiniwametals.com/

代表取締役社⻑
⽊庭 俊⾏

当社は常に、自己啓発と技術の進歩をもって顧客の満足のいく
品物を作り、社会と社員及び地域社会に貢献いたします

⽊庭⾦属⼯業株式会社は、創業以来、⾃動⾞部品の精密・⾃動プレス加⼯を通じて「確かな技術と信頼
のものづくり」を追求してまいりました。⾃動⾞産業は電動化・軽量化・環境対応といった⼤変⾰期を
迎えています。当社はこれを成⻑の好機と捉え、EV関連部品や次世代モビリティ分野への挑戦を進めて
います。私たちは2040年までに売上高100億円の達成を目指し、地域社会への貢献とともに持続可能な
未来を切り拓いてまいります。

売上高100億円実現の目標と課題

2040年の売上高100億円の目標達成に向け、年率15％
程度の成⻑を目指す。

・人⼿不⾜への対応が懸念されるが、最新設備・⾃動化ライ
ンの導⼊により⽣産性を確保し、社員は高度で付加価値の高
い業務に集中できる体制を構築する。
・新事業への拡⼤を視野に⼊れ展示会の参加や積極的なパー
トナーシップの構築を通じてグローバルを含めた体制を構築
し持続的な成⻑と事業の多角化を推進する。
・100億ビジョンを掲げることでブランド⼒を高めると同時
にお客様や社会から選ばれる存在になることを目指します。

売上高100億円実現に向けた具体的措置

・取締役直轄によるプロジェクト体制を構築
・設備導⼊やＩＴシステムの活用については、外部コンサル
タントや専門家との協⼒を通じて最良な設備導⼊を実施
・ＰＤＣＡサイクルを徹底し設備導⼊、営業戦略を定量的に
監視し各年度において改善策を実施
・外部公的機関や⾦融機関との連携強化を図り、専門的な助
言や実施体制を構築

⾃動⾞業界が⼤変⾰期にある中において、成⻑を継続・加速
させ続けるために
・人⼿不⾜と技術承継への対応
・新事業や産業構造の変化への対応
・ブランド⼒、認知度の向上

実現目標 課題

目指す成⻑⼿段 実施体制

企業理念・100億宣言に向けた経営者メッセージ

企業ロゴ

事業所や製品の写真等

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです


